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施設名 岡山セラミックスセンター 

施設所在地 岡山県備前市西片上1406-18 

【指定管理者の概要】 

名 称 一般財団法人岡山セラミックス技術振興財団 代表者 理事長 河本 泰輔  

所在地 岡山県備前市西片上1406-18 

【指定管理の概要】 

指定期間 令和６年４月１日～令和11年３月31日 報告期間 令和７年４月１日～令和８年３月31日 

 
管理業務 
の内容 
 

・岡山セラミックスセンターの施設等の利用等の許可に関すること。 

・岡山セラミックスセンターの施設等の維持管理に関すること。 

【管理体制の状況】 
 

 

 
 

 

 
 

 

【利用等の許可の状況】                                                            （単位：件） 

 機  器 施  設 合  計 

許 
可 
件 
数 

７年度 2,308 63 2,371 

６年度 2,724 74 2,798 

増 減 △416          △11 △427 

【維持管理の業務の実施の状況】 

項  目 内       容 

施設等の維持管理業務 

 

・機器、施設等維持修繕 ・機器、施設等保守点検 ・警備業務  

・植栽管理業務・一般廃棄物処理業務・施設清掃業務・駐車場管理業務 

利用許可業務 

 

・計   2,371  件 

〔内訳〕機器   2,308 件  施設 63 件 

【利用料金の収入及び減免の状況等】                                        （単位：円、件） 

 機  器  施  設   合  計 

収 入 額  36,398,590 142,980 36,541,570 

利用件数 2,308 63 2,371 

減 免 額 0 903,240 903,240 

減免理由 セラミックスに関する産・学・官共同研究等の利用・・・43件 

 

 

 

理 事 長 事務局長 総 務 企 画 課 長 担 当 職 員 

研 究 所 長 副 所 長 ・ 班 長 担 当 職 員 

＜民間事業者＞清掃業務・警備業務・設備保守点検業務 等 

(常勤１名) (常勤１名) (常勤３名) 

(常勤１名) (常勤２名) (常勤 12名) 
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【管理に係る収支の状況】                                 （単位：円） 
 
 
 

  
 

６年度      

 
 

備 考 
 

 
７年度 

 
対前年度増減額 

 収 入 額 Ａ 56,345,914 △14,728,935 71,074,849 
 
７年度収入額 
その他 
・普通預金利息 

28,003円 
 
 
 
 
 

内 
 
 
訳 

指定管理料 19,776,341 0 19,776,341 

利用料金収入 36,541,570 △14,751,450 51,293,020 

事業収入 0 0 0 

その他 28,003 22,515 5,488 

 支 出 額 Ｂ 53,540,299 2,621,949 50,918,350 

内 
 
 
訳 

人件費 22,688,814 1,675,997 21,012,817 

管理運営費 30,851,485 945,952 29,905,533 

事業費 0 0 0 

その他 0 0 0 

収 支 額 Ａ－Ｂ 2,805,615 △17,350,884 20,156,499 

県への納入金 － － － 

実質的な県負担額 19,776,341   0 19,776,341 

【特記事項（管理運営業務の実施状況の点検結果）】 

点検項目 区分 特記事項（評価すべき点・改善すべき点） 

管
理 
運
営 
状
況 

①適切な施設 
管理の履行 

 
Ｂ 

 
事業計画に沿った適切な管理が履行されていた。 
 

②法令等の遵守 
状況 

 
Ｂ 

 

 
関係法令に基づく義務は適切に履行されていた。 
 

③安全性の確保 
 
Ｂ 

 

防災計画が整備され、巡視の実施など安全性を確保した管理が履行され
ていた。 

④財産の適切な   
管理 

 
Ｂ 

 

機器・設備の破損、紛失はなく、修繕は適切に実施され、適切な管理が
履行されていた。 

 
導
入 
効
果 

①利用状況 
 
Ｂ 

利用促進を図ったが、件数は減少した。 

（R7:2,371件←R6:2,798件） 

②収支状況 
 
Ｂ 

 
利用料金収入は減少したが、黒字を確保した。 
 

③サービス向上 
 
Ｂ 

 

展示コーナーの管理やホームページからの問い合わせの即座対応など、
利用者の利便性向上が図られた。 

 
管理運営業務全般 

 

 
Ｂ 

 

 
協定書、事業計画書に基づき、適切に管理運営業務が実施されていた。 
 

  ※「区分」欄は、点検結果の区分。区分の内容は次のとおり 
  Ａ：予定していた業務水準を上回った。        Ｂ：予定していた業務水準を概ね実施した。 
  Ｃ：予定していた業務水準の一部が実施できなかった。 Ｄ：予定していた業務水準を下回った。 


